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(ー)

赤ちゃんの定例健康相談目安変更

大村保健所では乳幼児の健康相談を毎週定例的に
実施していますが、一月から子どもの月令別に実
施して、じゅうぶん指噂、相談に応じることにな
りました。毎月第一火曜日=生後一カ月~三カ月
第二火曜日=生後四カ月~六カ月、第三火曜日=
生後七カ月~十カ月、 第四火曜日 =生後十一カ月
以上(幼児を含む〉いずれも時間は午前九時から
十一時まで (大村保健所〉

消
防
の
勇
姿
を
展
開

朝
山
寅
次
森
本
伴
次
郎
波
多

朗
津
上
政
利
杉
本
益
男
奨

川
菊一

円
県
知
事
表
彰
〕

山
口
末
武

山
口
糟
次

森
寅
一

【
一
般
人
の
消
防
協
力
者
〕

日
常
て
来
ま
し
た
が
、
乙
れ
ら
製
品
状
、
・寸
法
、
品
質
、
検
査
方
法
れ
た
製
品
に
は
ジ
ス
マ
1
ク
が

使
用
さ
の
生
産
能
率
を
た
か
め
た
り
、

等
を
全
国
的
に
統
一
し
て
、
そ
つ
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
わ
が

れ
て
い
品
質
の
向
上
、
コ
ス
ト
の
引
下
の
規
格
を
広
く
普
及
さ
せ
る
と
国
で
は
す
で
に
十
一
年
前
か
ら

と
の
運
動
が
実
施
さ
れ
て
お
り

ジ

ス

ろ
い
ろ
な
製
品
の
申
に
ジ
ス
マ

J
I
S
マ

ー

ク

を

ご

存

じ

て

す

か

ま

す

が

、

ま

だ

ま

だ

一

般

に

周

!

ク

(

上

記

凸

版

)

の

つ

い

た

知

さ

れ

て

い

な

い

よ

う

で

す

。

詩
吟
刊
誌
伝
工
業
標
準
化
運
動
に
協
力
を
品
語
辞
見
十

本

工

業

規

格

」

の

品

で

あ

る

乙

も

の

を

製

造

し

、

消

費

者

も
ま

と
を
標
示
し
て
あ
る
わ
け
で
す
げ
、
資
材
の
節
約
な
ど
、
い
ろ
と
で
す
。
た
ジ
ス
マ
ー
ク
の
つ
い
た
も
の

近
代
の
鉱
工
業
品
は
、
す
ベ
い
ろ
な
産
業
発
展
の
基
随
条
件
乙
の
万
法
を
「
工
業
標
準
化
を
使
用
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま

て
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ
を
み
た
す
た
め
に
は
製
品
の
形
法
」
と
い
い
、
乙
れ
に
指
定
さ
し
よ
う
。

戸
商
工
水
産
課
)

〔
市
長
表
彫
〕

した消防自動車

国民年金

不
合
理
点
は
改
善
ヘ

勢揃い

す
で
に
ご
承
知
の
と
お
り
、
拠

出
制
国
民
年
金
に
つ
い
て
、
資
格

取
得
届
の
受
付
け
を
は
じ
め
て
い

ま
す
が
、
該
当
者
で
ま
だ
資
格
取

得
届
を
出
し
て
い
な
い
か
た
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
乙
の
国

民
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
全
国

民
の
要
望
に
よ
り
次
期
国
会
で
つ

ぎ
の
乙
と
が
改
正
さ
れ
、
規
定
通

り
本
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
、
骸
当
者
は
急
い
で
市

福
祉
事
務
所
ま
た
は
出
損
所
へ
資

格
取
得
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ω 

出
初
式
・
来
年
勤
続
な
ど
表
彰

問
和
三
十
六
年
消
防
出
初
式
は
一
県
消
防
協
会
長
、
森
市
議
会
議
長
一
【
有
功
章
〕
田
中
峰
田
菅
野
谷
平
次
郎
一
郷
)
黒
川
房
雄
(
黒
丸
郷
)
池
上

一
月
五
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

τ口
菱

重

ら
来
賓
の
お
祝
い
一
淵
豊

前
田
竹
良
満
野
春
雄
【
無
火
災
分
団
】
第
一
分
一
武
雄
(
)
の
郷
)
星
雲
、
土

県
立
園
芸
高
校
校
庭
で
、
紺
の
ハ
一
の
乙
と
ば
が
あ
っ
て
、
山
口
副
団
一
宮
本
幸
次
郎
申
山
勉

、
森

正

雄

一

ッ
ピ
に
身
を
固
め
た
消
防
団
員
七
一
長
の
答
辞
が
あ
J
ま

し

た

。
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団
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四

分

団

亘

書

室

古

)

豪

華

百
八
十
五
名
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
一

乙
の
あ
と
威
風
堂
々
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分
列
行
一
円
県

消

防

協

会

長

、

一

第

九

分

間

一

室

町

)

井

田

空

(

本

町

)

一

一

市

長

表

彰

〕

一

一

車
十
一
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
三
一
進
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
ま
ま
の
体
一
一
門
優
良
消
防
団
員
〕

一

一

一

一

一住
田
栄

(
水
田
二
区
)
村
島
原
司

主
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、

被

表

彰

者

ら

多
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が

一

号

、

桜

田

の

堀
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向

い

、

海

岸

一

蒋

続

喜

一

井
本
文
雄
松
尾
事
浦
山
重
一

察
し
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
て
向
け
て
放
水
演
習
を
行
な
い
ま
一
(
三
十
年
)
高
以
良
恒
義
一
二
川
上
正
井
よ
藤
松
添
竜
一
(
本
町
)
米
ノ
山
部
落
北
ノ
川

た。

・

一

し
た
。
ひ
き
つ
づ
き
陸
上
自
衛
隊
一
(
二
十
年
)

一
瀬
幸
次

岩
本
一
昭
田
淵
定
竹
本
定
宮
田
重
一
内
部
落

城
谷
留
次
郎
(
原
口
郷
)

式
は
国
旗
掲
揚
に
は
じ
ま
り
、
一
大
村
部
隊
ラ
ッパ
隊

柔

頭

に

市

石

原

書

雄

松

尾
半
三
卒
玄
福
田
宝
一
長
岡
翼
団
一
富
永
祐
吉
(
よ
杭
出
湾
)
北
川
七
一
昭
年
一
ニ
十
五
年
十
月
一
日
現
在

団
長
代
理
山
口
副
団
長
の
人
員
報
一
中
露
を
行
な
い
、
大
村
市
消
防
一
票
松
山
田
敏
徳

古
賀
繁
雄
一
川
良
美
吉
松
久
人

上
谷
秀
夫
一
B

j
一

告
、
服
装
、
機
械
費
の
点
検
が
一
団
の
勇
姿
を
市
民
の
前
に
く
り
ひ
一
松
下
室
内
邦
一
郎
柿
本
一
東
島
保
釜
石
正
義
池
田
繁
一
良
(
翻
訂
七
区
)
池
田
住
宅
九
区
一
の
国
勢
調
査
に
お
け
る
大
村
市
の

行
な
わ
れ
、
永
年
勤
続
や
、
優
良
一
号
、
中
央
公
民
館
前
で
解
散
し
吉
次
岩
本
勝
美
上
野
進
渡
一
郎
坂
田
保

一二
班
、
児
玉
喜

(駅
通
り
)
竹

τ出
帯
数
と
人
口
概
数
は
つ
ぎ
の
と

一

一

一

一

一
お
り
で
す
。
(
カ
ッ
コ
内
は
問
和

団
員
、
永
い
間
消
防
団
員
と
し
て
一
ま
し
た
。
一
辺
紋
四
郎
葉
山
佐
梶
原
直
木
一
【
退
団
者
】
馬
場
驚

一松
農
協
福
重
題
協
議
第
二
一
ニ
十
年
国
勢
調
査
)

活
掘
し
退
団
さ
れ
た
か
た
お
よ
一
表
彰
さ
れ
た
人
た
ち
は
つ
ぎ
の
と
一
吉
川
虎
雄
石
橋
利
作
南
躍
一

一

一

立

般

人

で

消

防

に

協

力

さ

れ

た

一

お

り

で

す

。

(

敬
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梶

原

義

昭

渡

辺

豊
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原

正

美

一

山

下

武

水

口

正

人

岩

崎

直

吉

一

憲

一

世

帯

敬

三

五

三

九

か

た

が

た

に

、

長

崎

県

知

事

、

本

一

(

消

防

本

部

)

井

上

七

五

三

蔵

話

芸

太

田

隆

城

野

道

人

上

霊

成

一

(

二

、

四

六

九

)

田
県
消
防
協
会
長
、
大
村
市
長
か
一

思

案

書

室

黒

川

三

ら
表
彰
状
と
感
謝
状
お
よ
び
記
念
一

県

消

防

協

会

長

表

彰

郎

山

口

署

否

正

井
上
一

品

が

贈

ら

れ

ま

し

た

。

一

信

次

神

原

則

夫

野

口

光

男

一

つ

ぎ

に

大

村

市

長

の

訓

示

、

県

一

〔

持

別

有

功

輩

】

上

本

光

次

久

保

徳

人

南

初

三

知
事
代
理
山
岸
地
方
課
長
、

本

田

一

為

永

久

雄

原

田

嘉

之

岩

崎

正

毅

藤

田

照

夫

向

田

寛

一

資
格
取
得
届
を
早
め
に

今
ま
で
、

お
知
ら
せ
板
は
一
面
に
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
号
か
ら
ニ
面
に
掲
載
す
る
乙
と
に
し
ま
し
た
。

南
用
太
郎

(
一
の
郷
)
寺
坂
喜
代

作
(
沖
田
郷
)
富
永
公
民

(
今
村

【
功
労
章
〕

ニ
・
八
%

営

一、

八
七

ニ

培
減
率
誠

民
一
従
業
者
十
人
以
上
の
事
業
所

一

二
ハ
三

一
従
業
者
五
人
1
九
人
の
事
業
所

一

二
O
八

昨
年
六
月

一
日
現
在
で
霊
所
五
業
者
四
人
以
下
の
事
業
所

統
計
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
レ
た
が

一

一

、
五
O
一

大
村
市
の
事
業
所
教
は
つ
ぎ
の
と

一

六

一

お
り
で
す
。
(
総
理
府
統
計
局
発

一
九

表
)

(
庶
務
課
)

昭
和
お
年
国
勢
調
査
の
人
口

公

営

国

営
公
共
企
業
体

事
業
所
統
計

五
九
、
四
九
六
人

調
査
の
結
果

人
口
総
数
五
九
、
四
九
六

(
六
一
、
二
三
O
)

男

二

九

、

五

七

一

(
コ
二
、
一
七
三
)

女

二

九

、

九

二
五

(三
O
、
O
五
七
)

人
口
増
減
数
減
一
、
七
三
四

事
業
所
総
数
一
、

九
五
八

設
げ
る
こ
と
と
し
、
保
険
料
を
一
才
か
ら
減
額
さ
れ
た
老
令
年
金
「
理
を
き
た
す
お
そ
れ
が
な
い
と
い
一
品
会
費
か
予
定
す
る
。

一故
母
掌
ス
ズ
さ
ん
の
忌
明
に
三
千

納
め
て
損
を
し
な
か
っ
た
と
い
一
が
支
給
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
一
え
ま
せ
ん
。
一
六
、
出
品
質
格
大
村
市
在
住
者
一
円
を
市
立
敬
老
院
に
寄
付
さ
れ
ま

う
感
じ
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
出
る
一
な
お
、
五
十
才
以
下
の
人
で
必
一
そ
の
他
団
体
に
所
属
を
し
な
い
一
-
般
と
す
る
。
(
但
し
小
、
中
一
し
た
。

程
度
の
保
険
料
納
付
済
期
間
に
一
ず
加
入
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
人
一
出
品
者
、
発
表
者
の
便
宜
上
に
お
一
学
生
を
除
く
。
)

一

応
じ
た
一
時
金
が
遺
族
に
支
給
一
が
加
入
し
な
い
で
い
る
と
、
雲
一
い
て
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
と
考
え
ら
れ
一
七
、
展
示
部
門
①
洋
画
部
(
版
一
敬
老
院
へ
寄
付

さ
れ
る
乙
と
に
な
る
。
一
者
、
身
体
障
害
者
、
母
子
世
帯
な
一
ま
せ
ん
。
今
日
そ
れ
ら
の
結
果
を
一
画
書
む
)
②
写
真
部

2
2
5月
九
月
)

一
ど
に
な
っ
た
場
A

告
L
国
民
年
金
を
一反
省
し
、
是
正
す
る
、
趣
旨
に
お
一
日
本
画
部
(
南
画
を
含
む
)
一

∞
老
令
年

金

の

繰

よ

一

一

一

一

一
受
付
る
乙
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

一い
て
市
内
各
種
文
化
団
体
中
可
能
一
①
暫
道
部

⑤
工
芸
部

(彫一

ム
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
三
三
袋
ブ
り

支
給

一で
、
乙
の
乙
と
を
泳
三
ん
に
一
な
範
囲
に
よ
る
、
塗
品
作
品
発
一
塑
、
商
業
美
術
書
む
)
一
ン
ス
喫
茶

六
十
五
才
か
ら
の
老
令
年
金
一
と
承
知
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
ぜ
ひ
一
表
の
型
客
作
出
品
者
、
発
表
一
八
、
運
嘗
担
当
市
側
、
各
文
化
一
ム
菓
子
五
キ
ロ
、
唄
、
舞
踊
の
慰

支
給
開
始
は
お
そ
す
ぎ
る
と
い
一
加
入
届
を
だ
し
て
く
だ
さ
い
。
一
者
の
要
望
に
応
え
る
と
在
、
市
一
団
体
各
二
名
以
上
の
委
員
を
選
一
関
白
馬
車

う
希
望
に
応
ず
る
た
め
、
六
十
一
(
福
祉
事
章
一
民
観
賞
者
の
便
宜

寄

り
、
市
民
一
出
し
、
そ

の

蓄

を

よ

り

主

会

、

尺

八

皇

居

室

拙

一
文
化
祭
行
事
の
意
義
を
一
一
層
発
展
一
営
に
当

る

む

一

区

有

氏

総

合

美

術

展

を

計

画

一

喜

る

目
的
で
つ
ぎ
の
と
お
り
実
一
一
証
日
①

喜

担

当

の
委
員
富
一
ム
五
C
C
O円
大
村
ロ

l
タ

一施
す
る
計

画

で

す

。

一

し
て
い
た
だ
く
文
化
団
体
が
市
内
一
リ
l

一
一
、
名
称

大
村
市
美
術
展
一
に
は
い
く
ら
も
あ
る
と
胞
い
ま
す
一
ム
五
C
C
O円
大
村
耐
火
株
式

開

催

は

三

月

中

旬

一二
、
会
場
①
申
央
公

民

舘

一

の
で
、
責
任
者
よ
り
そ
の
旨
、
二
重

数
年
来
、
市
花
祭
行
空
し
一
行
事
が
そ
の
団
体
の
密
室
一

②
そ
の
他

一
月
十
七
日
ま

で

に

教

裏

喜

一

ム
菓
子
一
箱
女
子
高
校
生

て
躍
さ
れ
て
い
る
、
普
展
覧一
し
つ
つ
、
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
文
一
三
、
期
日
間
和
三
十
六
年
三
月
一
会
教
育
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
一

ム
チ
り
紙
一ニ一ニ
包
、
石
齢
ニ
コ

一会
、
発
表
会
は
市
内
文
化
団
体
の

一化
発
展
の
過
度
期
と
し
て
立
派
な
一
中
旬
の
予

定

一

②

菜
、
不
明
の
点
は
社
会
警
一
池
田
寸
区
上
回
裏

一各
単
位
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
一
乙
と
で
あ
り
、
ま
た
必
要
な
乙
と

一四
、
入
場
料
料
金
無
料
市
民
一
課
長
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

言

語

、

舞

踊

居

ろ
う
学

一さ
れ
、
毎
年
度
相
当
の
効
果
季
一
で
は
あ
り
ま
す
か
、
半
面
、
文
化
団
一
一
般
に
公
開
す
る

一

忌

明

に

寄

付

一

校

保
険
料
の
か
け
捨
て
を
な
く

一げ
を
と
が
出
来
て
い
ま
す
が
、
語
互
の
実
質
的
な
交
流
を
阻
害
一五
、
出
品

料

運

営

経

費

充

当

の

一

一

ム

び
ん
入
り
ノ
リ
三
一
ニコ

す
る
た
め
死
亡
一
時
金
制
度
三
版
画
、
写
真
、
脅
迫
等
、
同
系
列
の
一
し
運
差
費
、
運
営
労
刀
の
不
合
一
た
め
一
名
、
金
百
五
十
円
の
出
一
首
都
筋
商
木
松
次
郎
さ
ん
は
一
夫
人

拠

出

制

国

民

年

金

の

改

善

拠
出
制
国
民
年
金
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
論
議
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
か
、
と
れ
ら
の
問
題
点

に
つ
い
て
は
逐
次
改
善
の
処
置

が
講
ぜ
ら
れ
て
、
つ
ぎ
の
乙
と

が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

ω死
亡
一
時
金
制
度
の

創
設

~1 
事
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ネ
ズ
ミ
退
治
い
ま
が
絶
好

食
物
の
残
り
は
よ
く
始
末
す
る

(示270号)

い
よ
い
よ
家
ね
ず
み
の
繁
殖
期

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
つ
ぎ
の

基
本
的
な
駆
除
方
法
を
考
え
な

が
ら
早
速
実
行
に
v

つ
つ
し
ま
し

ょ
v
つ。
ね
ず
み
駆
除
の
万
法
は
大
別
す

る
と
、
一
、
環
境
的
駆
除
法
、

二
、
殺
そ
器
に
よ
る
駅
除
法
、

三
、
判別そ
剤
に
よ
る
駆
除
法
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
(
市
政
だ
よ

り
昭
和
三
十
五
年
十
二
月一

日

号
掲
載
)

りよ大村市政だ

【
環
境
的
駆
除
法
〕

ね
ず
み
の
数
は
、
そ
乙
の
ね
ず

み
の
出
生
率
と
死
亡
率
と
の
つ

り
あ
い
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
そ

の
数
の
最
大
限
度
は
そ
と
の
環

境
の
許
容
限
度
に
よ
っ
て
き
め

ら
れ
ま
す
。

環
境
と
い
い
ま
す
と
、
ね
ず
み

の
場
合
は
、
食
物
と
か
く
れ
場

所
で
す
が
、
そ
の
ニ
つ
の
要
素

が
許
す
限
度
ま
で
増
加
し
て
い

き
ま
す。

ね
ず
み
の
数
が
食
物
と
か
く
れ

場
所
の
許
す
純
聞
を
乙
え
て
増

加
し
た
場
合
は
、
ね
ず
み
同
志

の
争
い
や
天
敵
な
ど
に
よ
り
、

急
に
へ
り
は
じ
め
ま
す
。
そ
の

時
が
毒
餌
と
か
殺
そ
器
に
か
か

り
ゃ
す
く
な
り
、
駆
除
は
、
も

っ
と
も
効
果
的
で
す。

結
論
的

に
述
べ
ま
す
と
、
第
一
に
個
人

個
人
が
食
物
管
理
を
じ
ゅ
う
ぶ

ん
に
し
て
、

ね
ず
み
に
食
物
を

与
え
な
い
ζ
と
、(
た
と
え
ば
、

食
物
の
残
り
等
は
保
管
を
よ
く

し
、
処
理
を
す
る
。
)
第
二
に

台
所
、
ゴ
ミ
箱
、
穀
物
置
場
、

家
畜
小
屋
等
に
侵
入
し
な
い
よ

う
に
す
る
。
以
上
の
ニ
点
が
成

功
す
れ
ば
、
一
番
利
巧
な
動
物

か
ら
一
番
馬
鹿
で
貧
欲
な
動
物

に
変
り
、

毒
餌
と
か
、

殺
そ
器

に
、
い
と
も
簡
単
に
ひ
っ
か
か

る
わ
け
で
す
。

【
殺
そ
器
に
よ

る
駆
除
法
】

ィ
、

「虎
ば
さ
み
」

「千
匹
と

り
」
式

(
カ
ゴ
式
で
横
か
ら
も

上
か
ら
も
入
る
仕
掛
)

口
、
圧
殺
器

(箱
の
中
で
エ
サ

を
食
べ
る
や
否
や
上
か
ら
ゴ
ツ

ン
と
く
る
仕
掛
)

ハ
、
水
ガ
メ
法

(水
を
張
っ
た

カ
メ
に
そ
ミ
ガ
ラ
を
浮
か
し
溺

死
さ
せ
る
仕
掛
)

〔
殺
そ
剤
に
よ

る
駆
除
法
】

殺
そ
剤
に
は
雑
多
な
種
類
が
あ

り
、
お
も
に
ク
マ
リ
ン
剤
、
燐

化
亜
鉛
剤
、
黄
燐
剃
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
L
い
く
ら
よ
い
薬
剤
で
も

食
べ
て
く
れ
な
け
れ
ば
な
ん
に

も
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
配
置
場

所
を
よ
く
考
え
て
や
ら
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

殺
そ
剤
の
配
置

場
所

H

殺
そ
剤
は
常
に
ね
ず
み
が
食
物

を
あ
さ
り
に
来
る
所
に
置
い
て

く
だ
さ
い
。
た
と
え
ば
食
品
倉

庫
、
納
屋
、
物
置
、食
輩
、調
理

場
ま
た
は
と
く
に
流
し
も
と
、

下
水
口
、
ゴ
ミ
箱
付
近
、
食
器

棚
、米
び
つ
、漬
物
桶
の
付
近
、

床
下
な
ど
好
適
で
す
。

ま
た
ね
ず
み
の
通
路
か
ら
少
し

離
れ
た
物
陰
で
、
ね
ず
み
に
発

見
さ
れ
や
す
い
場
所
な
ど
に
も

よ
い
よ
う
で
す
。
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小
児
マ

ヒ
予
防
接

種
さ
ら
に
申
込
み

(毎月 1日.10日.t0日発行)

を
受
り
つ
け

各
出
張
所
で
申
込
み
を
受
け

付
け
一ま
し
た
小
児
マ
ヒ
予
防
接

種
は
、

十
二
月
二
十
八
日
で一

応
締
切
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
も

れ
た
か
た
が
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
つ
ぎ
の
期
日
ま
で
に
早

め
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ム
申
込
締
切
期
日
三
十
六
年

一
月
二
十
日

ム
申
込
場
所
市
候
所
保
険
衛

生
課

(各
出
盟
問
で
は
取
扱
い

ま
せ
ん
)

ム
該
当
者

川
昭
和
三
十
四
年

七
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
五
年

六
月
三
十
日
ま
で
の
出
生
昆

川
昭
和
三
十
五
年
七
月
ま
で
に

第
二
回
目
を
終
了
し
た
も
の
は

第
三
回
を
接
種
す
る

ム
実
施
期
日

一
月
下
旬
か
ら

二
月
初
旬
に
か
け
て
第
一
回
目

を
接
種
す
る
予
定

中
共
地
域
か
ら
の
個

別
引
揚
手
続
き
方
法

中
止
(
地
域
か
ら
の
集
団
引
揚

の
終
了
し
た
現
在
、
同
地
域
か

ら
の
引
揚
希
望
者
は
個
々
に
船

便
を
利
用
し
て
慣
国
す
る
、
い

わ
ゆ
る
個
別
引
揚
げ
の
方
式
が

と
ら
れ
て
い
ま
す
。

乙
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
近
時

中
共
側
で
、
帰
国
希
望
者
に
対

し
日
本
国
政
府
か
ら
の
帰
(
入
)

国
に
関
す
る
証
明
書
を
提
出
さ

せ
、
審
査
の
う
え
出
境
証
を
下

付
す
る
等
の
方
法
が
と
ら
れ
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
当
市
居
住
の
留
守
家
族

の
か
た
で
巾
共
地
域
残
留
の
未

帰
還
者
か
ら
帰
国
手
続
き
が
わ

か
ら
な
い
た
め
、
帰
国
で
き
な

い
旨
の
通
信
等
の
あ
る
も
の
が

あ
っ
た
場
合
は
、
急
い
で
、
現

地
か
ら
の
通
信
等
、
帰
国
の
意

志
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
を
添

ぇ、

長
附
県
民
生
労
働
部
世
話

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い。

(
福
祉
事
務
所
)

成
人
式
に
軽
音
楽
や
三
つ
の
歌

出
場
希
望
者
は
早
め
に
申
込
み
を

ト
マ
ト
栽
培
は
種

ぽ
つ
ぽ
つ
咲
き
は
じ
め
て
い
る

り
を
ね
ら
え
ば
、
無
理
で
も
、

多
く
し
な
い
と
素
自
に
育
ち
ま
ま
ず
か
ら
外
温
が
氷
点
下
五
肢

を
い
つ
ま
い
た
ら
乙
ろ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
も
「

と
播
種
期
を
早
く
し
、

育

せ
ん
。

cく
ら
い
と
な
っ
て
も
、ト
ン

よ
い
か
、
と
い
う

と
の
く
ら
ー
の
苗
を
乍
る
こ

白
日
数
を
長
く
し
た
大
苗
を
と

反
対
に
小
苗
す
ぎ
る
と
、
乙
と
ネ
ル
内
は
五
J
六
度

C
を
保

し

l

f

t
十
γ

こ
ょ

に
元
肥
が
た
く
さ
ん
施
し
て
あ
ち
ト
マ
ト
は
一
応
安
全

で
す。

事

乙
と
を
き
め
る
だ

は
、
ま
ず
早
生

間種
で
六

T
Uっと
と
'v
f
り
ま
す
が
、

乙

室

、
訟
に
肥
料
を
多
く
吸
収

し
た
が
っ
て
、
か
な
り
早
植
え

ー
で
も
、
な
か
な

六
十
五
日
、
中
生
品
種
で
六
十
の
場
合
は
定
植
の
条
件
を
よ
く
し
、
…
誌
や
諜
ば
か
り
繁
り
過
ぎ
、
で
き
る
の
で、

ト
ン
ネ
ル
だ
け

v
t
t，
か
む
ず
か
し
い
も

五
1
七
十
日
く
ら
い
か
か
る
と
す
る
と
と
が
必
要
で

す

。

つ

く
花
は
小
さ
く
、
ほ
と
ん
ど
の
栽
培
よ
り
、
帰
積
期
を
か
な

の
で
す
。
い
つ
植
え
る
か
を
き
み
て
よ
い
で
し
ょ

う

。

適

正
苗
令
、
つ
ま
り
第
一
花
が

落
花
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
り
早
め
て
主
い
乙
と
に
な
り
ま

め
、
育
苗
回
数
を
き
め
て
、
そ

も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
早
く
開
花

咲
き
は
じ
め
る
く
ら
い
の
苗
が

こ
の
よ
う
な
乙
と
を
、
も
っ
と
す

れ
だ
け
さ
か
の
ぼ
っ
て
種
を
ま
す
る
よ
う
な
育
苗
も
で
き
ま
す
な
ぜ
定
植
に
最
も
よ
い
条
件
か

具
体
的
に
知
っ
て
お
い
て
、
い

、

け
ば
よ
い
と
と
に
な
り
ま
す。

が
、そ
れ
で
は
苗
が
充
実
せ
ず
、

と
い
う
と
、
乙
の
程
度
の
苗
が

つ
播
い
た
ら
よ
い
か
砕
き
め
る

乙
と
が
大
切
で
す
。

第
一い
つ
植
え
る
べ
き
か
と

比
V
U
E

ビ
ニ
ー
ル
半
促
成
栽
培

い
う
と
と
も
、
種
々
の
禁
様

ト

マ

ト

栽

培

の

ビ
ニ
ー
ル
利
用
の
ト
マ
ト
半
促

式
に
よ
っ
て
ず
い
分
ち
が
い
ま

t
r
-
-
z
z

成
は
、
そ
の
方
法
で
か
た
り
定

す
。
ま
た
喜

回

数
、
育
苗
の

播

種

期

の

決

め

方

舗

に
幅
が
あ
り
、
し
た
が
っ

や
り
万
に
よ
っ
て
も
ち
が
い
、

て
、
乙
の
定
植
瑚
か
ら
逆
算
し

さ
ら
に
栽
培
の
株
式
に
よ
っ
て

も
っ
と
長
い
期
闘
が
か
か
る
よ

地
上
部
と
根
の
割
合
も
つ
り
合
て
播
種
適
期
を
き
め
ま
す
。

も
当
然
ち
が
い
ま
す
。
定
植
期
う
で
は
、
温
度
、
水
分
、
養
分
っ

て
い
て
、
乙
れ
よ
り
苗
令
が

定
植
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
帯
内

の
と
と
は
定
摘
の
と
と
ろ
で
説
な
ど
の
不
足
で
老
化
さ
せ
た
と

進
む
と
地
上
部
の
生
育
量
の
方
の
早
熟
栽
惜
の
定
楠
期
か
ら
と

閉
す
る
と
し
て、

育
苗
回
数
に

い
う
と
と
に
な
り
ま
す
。

が

大
き
く
、
ま
た
断
根
の
た
め

の
く
ら
い
早
く
し
て
よ
い
か
を

一示
す
と
下
表
の
よ
う
に
な
り
ま

つ
い
て
者
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
あ
と
の
の
植
え
傷
み
も
ひ
ど
く
な
る
し

?

o

一
般
に
い
え
ば
、
定
植
期
に
、

結
果
は
感
心
で
き
ま
せ
ん
。

活
着
し
て
も
果
実
は
思
う
よ
う

っつ
ま
り、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内

滴
当
た
苗
令
に
あ
る
と
と
が
大
こ
の
よ
う
な
適
当
な
条
件
で
育

に
肥
大
で
き
ま
せ
ん

。

に

定
植
し
、
さ
ら
に
と
の
苗
に

切
で
あ
る
が
、
滴
当
た
苗
令
と
苗
し
、
ち
ょ
う
ど
開
花
期
を
迎
ま
た
苗
床
の
株
聞
を
急
に
広
く

ト
ン
ネ
ル
柿
櫨
し
、
夜
間
コ
モ

は、

苗
を
い
じ
め
ず
に
育
て
、
え
た
と
ろ
の
苗
が
、
定
植
に
適
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
床
掛
け
す
る
と
、
外
温
最
低
よ
り

そ
の
第
一
花
房
の
第
一
花
が
、

当
だ
と
は
い
ろ
も
の
の
、
早
ど
土
の
畳
も
非
常
に
多
く
必
要
で

十
度
C
内
外
高
温
か
維
持
し

同Uヘ〆vv、内J、^'、I~、，、，、内

一一一 一一一一一一一

メ

自
衛
官
の
応
募
の

受
け
付
け

防
衛
庁
で
は
二
等
陸
・
海

・

空
士
の
第
四
次
募
集
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

希
望
者
は
市
民
課
ま
た
は
出
張

〉考

jヲいものほど保jl乱
立L県が大きい
ハウス内に トンネ

ノレで相~Ul し 、 さら
にコモ捌け

川
島
守
て

引
説
者
給
付
金
等

金

い

支
給
法
に
よ
る
本
邦

付

つ

滞
在
中
の
も
の
の
判

A
口

こ

定
基
準
の
一
部
が
今

事

{

般
つ
ぎ
の
と
お
り
改
お
よ
び
在
外
六
カ
月
の
資
料
の
添
制
一
時
的
滞
在
を
立
証
す
る
資
料
は
、
当
時
の
旅
行
証
明
書
を
主
と
が
誌
に
残
り

一
部
の
も
の
が
哨

者

守
め
ら
れ
、
従
来
非
該
付
要
領
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
と

は、

当
時
の
旅
行
証
明
書
巻
主
と
す
る
も
、
と
れ
が
な
い
場
合
は
、

国
の
場
合
及
び
そ
の
者
が
家
族
の

晴

故

当
と
し
て
却
下
又
は

す
る
が
、
当
時
の
医
師
、

在

室

す
る
も
、

と
れ
が
な
い
場
合
は
、

別
紙
様
式
の
証
書
(
人
証
)
ニ
全
部
と
共
に
帰
国
の
場
合
、
庄
計

百

d
取
下
処
理
を
し
て
い
舘
等
の
証
明
書
等
が
な
い
場
合
は
別
紙
様
式

(前
記
)
の
証
明
書
通
ぞ
も
っ
て
と
れ
に
代
え
て
差
支
申
心
者
の
在
職
証
明
書
が
あ
る
場

成
人
式
に
つ
い
て
は
、
市
政
だ
三
O
分
よ
り
)

た
も
の
に
つ
い
て
も
一
部
該
当
す
絡
戦
後
作
成
さ
れ
た
医
師
の
証
明

(人
証
)
二
通
を
も
っ

て
と
れ
に
え
な
い
。
但
し
、
そ
の
者
が
家
族
合
に
限
り
、
そ
の
者
に
関
す
る
旅

よ
り
前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
ム
一
時
一
ニ
O
分
、
映
面
「
生
き
て

る
と
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
該

書

巻
添
付
し
、
叉
医
師
の
死
亡
等

代
え
て
差
支
え
な
い
。
但
し
そ
の
の
全
部
と
共
に
帰
国
し
て
い
る
場
行
証
明
書
に
代
え
、
別
紙
様
式
の

が
、
記
念
行
事
を
、
よ
り
意
義
深
い
い
る
日
本
列
島

」

当

者

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
至
急
請

に
よ
り
、

そ
れ
冶
も
添
付
で
き
な
者
が
家
族
の
全
部
と
共
に
帰
国
し
合
及
び
悶
和
二
十
年
二
月
十
四
日
証
明
書
(
人
証
)
一
一
通
を
添
付
し

多
彩
な
も
の
に
す
る
た
め
、

vn

ム
二
時
一

O
分

コ

ー

ラ

ス

求

手

続

き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ぃ
場
合
は
、
別
紙
様
式
(
福
祉
事
て
い
る
場
合
及
び
昭
和
二
十
年
二
以
前
の
帰
国
者
の
場
合
は
、
従
来
て
差
し
支
え
な
い
。

H
K
の
協
力
を
得
て
公
開
録
音
ム
二
時
二

O
分

N
H
K
「
一ニ

日

務
所
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
)
の
月
十
四
日
以
前
の
帰
国
者
の
場
合
通
り
当
時
の
旅
行
証
明
書
又
は

在

な

お

、
昭
和
十
九
年
八
月
十
四

等
を
と
り
入
れ
、
行
事
の
一
部
を
つ
の
歌
」

1

病
気
療
養
の
た
め
本
多
申
立
書
お
よ
び
証
明
書
を
も
つ
は
、
従
来
通
り
当
時
の
旅
行
証
明
職
証
明
書
等
の
物
証
が
な
け
れ
ば

日
以
前
の
帰
国
者
及
び
領
事
舘
等

つ
ぎ
の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た
。
な
お
、
三
つ
の
歌
出
場
者
は
成
に
き
て
い
た
も
の
に

つ
い

て
、
と
れ
に
代
え
て
差
支
え
な
い
又
は
在
職
証
明
書
等
の
物
証
が
な

認
め
ら
れ

な

い

。

の

引

材
勧
告
に
よ
る
疎
開
帰
国
者

該
当
者
は
も
れ
な
く
ど
参
加
く
だ
人
該
当
者
に
限
り
ま
す
。
希
望
者
て
但
し
家
族
の
全
部
と
共
に
本
邦
に
け
れ
ば

認

め

ら

れ

な

い

。

並

び

に

生

計

中

心

者

の

応

召

に
伴

さ
い
。
は
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ヘ
刊
従
来
本
邦
に
あ
っ
た
父
母
、
祖
あ
る
場
合
は
、
生
計
中
心
者
の
在

3

冠
婚
葬
祭

(
法
事
等
を

4

墓
参
、
法
事
、

家
事
整

う
世
界
族
の
本
邦
滞
在
期
間
の
長
短

ム
一
角
十
五
日
、
中
央
公
民
舘
に
二
人
一
組
で
早
自
に
お
申
し
込
み
父
母
等
と
生
計
を
共
に
し
て
療
養
職
証
明
書
又
は
全
員
に
係
る
当
時

理
そ
の
他
の
理
由
で
本
邦

を
問
わ
ず
、
従
来
ど
お
り
非
該
当

て

く

だ

さ

い

。

(

市

教

委

)

を

し

て
い
た
者
は
認
め
ら
れ
な
か
の
旅
行
証
明
書
等
の
物
証
が
な
け

除
く
〉
病
気
見
舞
叉
は
出

に
き
て
い
た
も
の
に
つ
い

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
念
の
た

ム
日
程
九
時
二
O
分

集

合

っ

た

が

、

明

ら

か

に

生

活

の

本

拠

れ

ば

認

め

ら

れ

な

い

。

征
見
送
り
の
た
め
本
邦
に

め
申
添
え
ま
す
。

(

福
祉
事
務

九
時

=δ
分
J
一
O
時

式

典

実

弾

射

撃

を

本

邦

に

移

し

た

と

認

め

ら

れ

る

2

出
産
の
た
め

本

邦

に

き

て

所
、
引
揚
者
団
体
大
村
支
部
)

一
O
時

t
一
一
時
講
演
陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
で
は
一
場
合
を
除
き
該
当
と
す
る
。

き

て

い

た

者
に
つ
い
て

'

ω帰
国
の
時
期
は
昭
和
二
十
年

一
一
時
l
一
一一
時
三
O
分

N
月
十
六
日
か
ら
一
月
三
十
一
日
ま

例
帰
国
の
時
期
は
主
と
し
て
昭
和

て
い
た
者
に
つ
い
て

川
帰
国
の
時
期
は
主
と
し
て
昭
和
ニ
月
十
五
日
以
降
で
あ
り
従
来
と

H
K
公
開
録
音
「
ア
ン
ジ
エ

で

(
日
曜
日
を
除
く
。
毎
日
午
前
二
十
年
二
月
十
五
日
以
降
と
さ
れ
判
従
来
帰
国
の
時
期
を
主
と
し
て
二
十
年
二
月
十
五
日
以
降
と
さ
れ
変
ら
な
い
。

ラ
ス
の
鐘
」
(
軽
音
楽
)
お
よ
八
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
)
池
田
て
い
た
が
、
半
カ
年
延
長
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
二
月
十
五
日
以
降
と
て
い
た
が
、
半
カ
年
延
長
さ
れ
、

制
一
時
的
滞
在
を
立
証
す
る
資
料

び
童
話

N
H
K
長
崎
オ
|

射
撃
場
で
実
問
射
撃
を
行
な
い
ま
昭
和
十
九
年
八
月
十
五
日
以
降
の
さ
れ
て
い
た
が
、
半
カ
年
延
長
さ
昭
和
十
九
年
八
月
十
五
日
以
降
の
に
つ
い
て
も
従
来
通
り
旅
行
証
明

ル
ス
タ
l
ズ

(

一

五

名

)

出

演

す

。

も

の

に

つ

い

て

も

該

当

と

す

る

。

れ
昭
和
十
九
年
八
月
十
五
日
以
降
も
の
に
つ
い
て
も
該
当
と
す
る
。
書
等
当
時
の
書
類

(物
証
)
を
必

(
本
放
浩
一
月
十
九
日
O
時

付

一

時

的

滞

在

を

立

証

す

る

資

料

に

つ

い
て
も
該
当
と
す
る
。

削
一
時
的
滞
在
を
立
証
す
る
資
料
要
と
す
る
。

但
し
、
家
族
の
大
部

早熟栽Jgに比べた
定仙 j朝日

20-25 [1削
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50-60 Lllj/j 

法

ヒニー/レ トンネノレ

ビニーノレノ、ウ 久

ハウ λ、トン不ル
コモ捌け

方在ii1長
所
へ
願
書
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
高
校
在
学
生
は
、

車
業
後
、
入
隊
す
る
と
と
に
な

り
ま
す
。

ム
応
募
資
枯
昭
和
三
十
六
年

晴

三
月
一
日
現
在
で
、
十
八
才
以
一

上
二
十
五
才
未
満
の
者
。

三
十
六
年
一
月

二
十
日
ま
で
市
民
課
へ
。
(
た

だ
し
、
試
験
当
日
ま
で
誌
験
場

で
願
書
を
受
け
つ
け
ま
す
)

ム
受
付
期
間

ム
試
験

本
年
一
月
二
十
三
日

か
ら
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞

の
一
目
、
叩
学
校
悲
業
程
度
の

学
力
テ
ス
ト
が
行
な
わ
れ
ま
す

ム
入
隊

告]

ニ
等
陸
士
日
一一一
月
上

二
等
海
士
H
一
ニ
月
中
旬

二
等
空
士
H
三
月
下
旬(市
民
課
)


